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O.は じ め に

中 高 ド イ ツ語(以 下 中 高 語 と 呼 ぶ)の 『DasNibelungenlied』 の 現 代 ドイ ッ語(以 下 現 代

語 と 呼 ぶ)と の 対 訳 で,次 の よ う な 箇 所 が 見 られ る 。 な お 本 稿 の 引 用 内 で の イ タ リ ッ ク 体 は

筆 者 に よ る 。

(1)mangapinherbergeunt肋gbehalten1rgewant.(1433,4)

(1')manwiesihnenQuartieranund1ガ6βihnenihreKleideraufbewahren.

中 高 語 で はheizenが 用 い ら れ て い る が,現 代 語 訳 で はlassenが 用 い ら れ て い る 。 ま た 次 の
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ように，

　　　（　2　）　ir　ros　hiez　man　behalten　unt　ir　schilde　von　der　hant．　（405，　4）

　　　（2’）　Man　gab　Befahl，　ihre　Pferde　in　den　Stall　zu　ftihren　und　ihnen　ihre　Schilde

　　　　　　von　den　Armen　zu　nehmen．

“Befehl　geben”と訳されている場合もある。もちろん中高語lazen　h9現代語でもそのまま

1assenで訳されている場合もある。

　　　（3）　laAt　in　uns　tragen　hinnen　daz　wir　den　recken　begraben．　（2265，　4）

　　　（3’）　so　lafit　uns　den　Recken　forttragen　und　ihn　begraben．

　これらの用例より，中高語のlazenは現代語の1assenと多少異なった使われ方をしてい

たと推定される。そして現代語では用いられることはないが，現代語のheiBenにあたる中

高語heizenに，現代語1assenと共通する用法が存在したのではないかと推測される。本稿

では中高語のlazenとheizenの関係について考察するとともに，中高語Iazenから現代語

1assenへの意味の変遷についても考察する。なお分析の対象とするテキストは『Das

Nibelungenlied』’）で，本稿で「中高語」と言った場合，正確には『Das　Nibelungenliedsに

おける中高語のことであるが，このテキストを中高語の諸特徴を備えた代表サンプルのひと

つと仮定して分析を進めて行く2）。

1。現代語9asseee文における意味解釈

　中高語lazenとheizenを比較する際，現代語の1assen文の様々な意味解釈が中高語

lazen文の意味解釈ではどのように対応するか，現代語lassen文にはあるが，中高語王azen

文にはない（またはその逆の）意味解釈はどんなものか，という点を分析の手掛かりとした

い。したがってまず現代語lassen文の意味解釈を概観する。

　ここで用いる「1assen文の意味解釈」という用語についてであるが，現代語を例にとって

みれぽおかる通り，iassenが様々な不定動詞とともに用いられ，コンテクストの中にあって

初めてある一定の解釈がなりたつ。1assenそのものに「意味解釈」があるのではなく，コン

テクストで実際に用いられたlassenを含む文にある「意味解釈」が与えられている。これ

に対し「意味」と言った場合には，ここではこのような「意味解釈」を包括するような抽象

的なものを指し，「意味解釈」と区別する。このような関係が12zenにも該当するかどうか

は分析をした後でなけれぽわからないが，1assenの分析と条件を同等にするため1azenに関

しても，文の「意味解釈」と1会zenそのものの「意味」とを区別する。

1．1．意味解釈分類基準

　Iassenの様々な意味解釈については，辞書はもちろんのこと文法書でも必ず取り上げられ

ている3）。大まかに言って“veranlassen”と“zulasseバのふたつがあげられるが，これは

lassenの意味解釈を近似の別の語彙で言い表したにすぎず，どのような基準に基づいてこの

両者を分けるかは明瞭でない。ここではできる限り意味解釈の客観性を保つためにも，las－

senとともに用いられる不定動詞のあらわす事柄と，　lassenの主語となっている「もの」，

「こと」，「ひと」との間の時間的関係および意思的関係に基づいて，「放置」，「許可」，「使

役」，「惹起」，「原因」の意味解釈を認める。
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1．1．1．　「放置」

　この意味解釈では，不定動詞のあらわす事柄は，lassenの主語が何らかの形でその事柄に

関与する以前から存続・継続しており，lassenの主語はその〈存続・継続している状況に何

ら変化を与えない〉，〈そのままにしておく〉ということがあらわされている。そのコンテク

ストでは存続・継続している事柄の担い手（不定動詞の1格補足語にあたるが，ここでは以

後意味上の主語と呼ぶ。lassen文の中では，4格，前置詞句で表現されるか，省略される。）

の意思は問題とならない。なお以下の現代語の用例はギュンター・グラスの
『Hundej　ahre』4）からで，引用文中のイタリック体は筆者による。

　　　（4）　Es　war　einmal　ein　Madchen，　das　hieB　Tulla　und　liefi　auf　ihrer　Kinderstirn

　　　　　　viele　kleine　und　groBe　Pickel　blabゐen　und　welfeere．（S．89ユ）

　　　（5）　Felsner－lmbs　muBten　elektrisches　Licht・・・…brennen　lassen，　wenn　am　Vor－

　　　　　　mittag　oder　Nachmittag，　wtihrend　drauBen　der　Sonnenschein　Orgien　feierte，

　　　　　　（S．　762）

1．1．2．　「許可」

　不定動詞のあらわす事柄は，「放置」の場合と異なりlassenの主語の〈何らかの関与があ

って初めて生起する〉。このことは次の「使役」にも共通する。「許可」の場合には，不定動

詞にあらわされている事柄を実現したいという「意思」，「イニシャティヴ」といったものが，

不定動詞の意味上の主語の側に存在し，1assenの主語がそれを許可するという形になる。

　　　（　6　）　Httttenwerke　in　lndien　werden　von　］V［ehlwttrmern　proj　ektiert，　die，　hatte　man

　　　　　　sie　in　Nickelswalde，　rechts　der　Weichselmifndung　wolanen　lassen，　der

　　　　　　Voiksrepublik　Polen　Projekt　gemacht　hatten　；　aber　die　Polen　wollen　sich

　　　　　　vom　ostdeutschen　Mehlwurm　nicht　helfen　lassen．　（S．　996）

1．1．3．　「使役」

　不定動詞のあらわす事柄がlassenの主語のく何らかの関与があって初めて生起する〉こ

とは「許可」の場合と共通であるが，「使役」の場合には，事柄生起への「意思」，「イニシ

ャティヴ」は1assenの主語の側にあり，　lassenの主語はある事柄を自分以外の人間を通じ

て実現させるという形になる。

　　　（　7　）　eine　leicht　beschadigte　Bockswindmtthle，　deren　Dach　er　．i7icken　lde’6t，　（S．　991）

　　　（8）　in　alphabetischer　Reihe，　streng　nach　dem　KIassenbuch，　／ie6　er　die　Schifler

　　　　　　vortreten，　（S．　823）

「許可」，「使役」における事柄生起への「意思」，「イニシャティヴ」の所在は，コンテクス

トによって判断する。この場合のコンテクストは，社会的背景なども含めた総合的な知識ま

で含む。たとえぽ（6）の場合，第2次世界大戦前後のドイツ，ポーランドの関係を知らなけ

れば，“MehlwUrmer”が誰のことを指し，“rechts　der　Weichselmttndung　wohnen”という

ことに関しての“die　Polen”との意思関係を解くことができない。
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1．1．4。　「惹起」

　これはlassenの主語が，不定動詞であらわされる〈事柄の存続・生起を妨げない〉，〈許

す〉，〈命令する〉というような「間接的な作用」をあらわすのではなく，la＄senと不定動詞

で意味的にひとつの単位をなし，〈ある事柄を直接引き起こす〉ということをあらわす。こ

の表現については次の1．2．でもう一度詳しく扱う。

　　　（　9　）　（・・・…）　last　er，　um　einem　beschwichtigenden　Pfeifchen　Feuer　zu　geben，　sein

　　　　　　gutes　aites　Feuerzeug　springen．　（S．　987）

1．1．5．　「原因」

　ここでは，ある「こと」が原因となって，不定動詞にあらわされている事柄が引き起こさ

れる，生起することが表現される。くある「こと」がまた別のある「こと」をひきおこす〉

ことをあらわす。

　　　（10）　Der　Anblick　der　gewtirfelten　Gebein　ltz’Bt　sein　Gesicht　zur　Augenwurzel　hin

　　　　　　schrztmPfen．　（S．　693）

　これらの意味解釈のカテゴリーは決して絶対的なものでなく，他の可能性が排除されるわ

けではない。lassenの「意味」およびlassen文の「意味解釈」にとって重要なことは，こ

れらの「意味解釈」はコンテクストがあって初めて判明する相対的なものであり，1assenそ

のものの「意味」，「意味機能」とは別のレベルにあることである。これらの「意味解釈」を

包括するような抽象的なlassenの「意味」，「意味機能」は，〈ある事柄と1assenの主語の

間に何らかの因果関係が存在することをあらわす〉，ということで，「放置」，「許可」，「使

役」，「原因」といった意味解釈はこの〈ある事柄とlassenの主語の聞の何らかの因果関係〉

の具体的な形と考えられる。現代語の1assenにとって重要な点は，まさにこの〈因果関係

をあらわす〉という抽象性である。どんな意味解釈がそもそも可能であるかという点は現代

語のlassenにとってはそう本質的なことでないように思われる。

1．2．　「KausatEv体系」におけるlasseR

　ある事柄がある別の事柄の生起・存続のきっかけ，原因となっていることをあらわす表現

全体をrKausativ体系」と考えた場合，　lassenもその中に含まれる。しかしlassenは原則

的には「間接的作用」，すなわち「間接的」に（例えば第三者を通じて）不定動詞にあらわ

されている事柄を引き起こすことをあらわす，という点に特牛が見られる。先にあげた「放

置」，「許可」，「使役」の意味解釈においても，不定動詞にあらわされている事柄の担い手は

1assenの主語とは別であり，　lassenの主語から事柄への作用は〈何もしない〉，〈口頭で許

可・命令する〉など「間接的」なものである。また「原因」の意味解釈においてもlassen

の主語が物理的に「直接的作用」を及ぼしているわけではない。

　しかしその一方で「惹起」のような例がある。（9）におけるspringen　lassenでは，〈ライ

ターがひとりでに飛び上がるのを妨げない〉ということが意味されているわけではなく，

〈跳びはねるようにライターを取り出す〉という「直接的作用」があらわされ，不定動詞は

作用の様態を詳しく説明している。ここではspringen　Iassenがひとつの意味的単位で，

Feuerzeugがその目的語と考えられる。1assen＋不定動詞がこのように「直接的作用」をあ
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らわす条件は，次の例に示すように，ある事柄の生起をあらわす「自動詞」に対応して，あ

る事柄を引き起こすことをあらわす「他動詞」が存在して然るべきなのに，そのような「他

動詞」が存在しない場合，また存在しても意味的に対応していない場合5）である。そのとき

Iassen＋不定動詞は「他動詞」と同じ役割を果たす6）。

　　　（11）　a．　Das　FaB　rollt．

　　　　　　b．　Er　rollt　das　FaB．

このようなパターンの対応関係は例えばknalienには存在しない。なお例文左上の四聖はそ

の文が文法的に非文であることを示す。

　　　（12）　a．　Die　Peitsche　knallt．

　　　　　　b．’Er　fenallt　die　Peitsche．

このような：場合　knallen　lassenが「他動詞」と同じ役割を果たしていると考えられる。

　　　（12）　c．　Er　lde’6t　die　Peitsche　fenallen．

このような「惹起」の例としては他に以下のようなものがあげられる。

　　　（13）　Sie　konnte　Naseln，　Zirpen　und　gleichzeitig　die　hellrote　Zunge　in　dunkelroter

　　　　　　Mundh6hle　／7Zzttern　lassen．　（S．　682）

　　　（14）　Aber　der　kujiehnende　Hund　lde’Pt　die　Steilohren　hiPpen，　（S．　954）

　　　（15）　und　Harry　lieP　zwei　leere　Fahrscheinbldcke　in　die　Tasche　gleiten．　（S．　930）

　「間接的作用」をあらわすKausativの助動詞が「直接的作用」をあらわし「他動詞」と

同様な役割を果たすという現象は日本語にもみられる。「させる」という，いわゆる使役の

助動詞を用いるが，ここでは第三者を通じて何かを引き起こした，ということがあらわされ

ているのではなく，使役の助動詞と本動詞でひとつの単位をなし，「他動詞」と同じ働きを

している7）。なお例文左横の疑問符は，筆者の語感では，その文の文法性が疑わしいことを

意味する。

　　　（16）　堤防が決壊する。

　　　（16a）？台風3号がその堤防を決壊した。

　　　（16b）　台風3号がその堤防を決壊させた。

　　　（17）　車が移動する。

　　　（17a）？レッカー車はその車を移動した。

　　　（17b）　レッカー車はその車を移動させた。

　上にあげたような場合以外lassenは「間接的作用」をあらわすわけであるが，「放置」，

「許可」，「使役」といった意味解釈は，コンテクストがあって初めて判明する「間接［生の度

合い」と考えられる。rKausativ体系」におけるlassenの役割で重要な点はlassenが基本

的には「間接的作用」のシグナルとなっていて，コンテクストが与えられて初めて判明する

「許可」か「使役」かといった意味解釈は別のレベルにあることである。

2．中高語gazeR文における意味解釈

2．1．意味解釈分類基準

　現代語lassenに関しては，1assenの主語と不定動詞であらわされる事柄の間の時間的関

係，意思的関係にもとづいて意味解釈をグループ分けしたが，中高語にそのままこの基準を
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適用するのは問題がある。現代語の語感からすると，1assenは最も一般的かつ包括的な使役

の助動詞であり，lassen文の意味解釈分類は，この一般的かつ包括的な機能を，コンテクス

トにおけるメルクマールに基づいて分類したものであった。中高語のlazenが現代語lassen

と同様に，一般的かつ包括的な使役の助動詞であると言えるかどうかは分析してみなけれぽ

ならない。またlazenとともに用いられている動詞をとってみても，たとえ現代語lassen

と共に用いられている動詞と同じであっても，それは形が同じというだけにすぎず，その動

詞の意味までが同じであるかは分析してみる必要がある。lassenと共に用いられる動詞に

bleibenがあるが，1azenもbelibenとともに用いられる。現代語のbleibenは「状態」を表

す動詞と呼べるであろうが，だからと言って中高語のbelibenも「状態」を表す動詞として

しまうのは問題である。中高語lazenの用いられ方の分析については，　lazenのみならず，

それと共に用いられる動詞の意味分析も同時になされなければならないであろう。こうした

分析から得られる結果がたとえ現代語の場合と同じになるとしても，このステヅプは踏まな

けれぽならない。

　したがって，ここではlazenと共に用いられる動詞を，他の用法も考慮してその特徴付け

を行った後，lazenとその動詞の結び付いた用例がコンテクストの中でどのような意味解釈

がなされるか，1azenと用いられる動詞の意味特徴とlazen文の意味解釈の間に相関関係が

みられるか，という点から考察を加えて行く。すなわち，1含zenが不定動詞とともに用いら

れている例が分析対象であるが，それらの不定動詞がそもそもどのような用いられ方をする

動詞であるか，という点が第一の問題点である。具体的な分析の手掛かりとして，不定動詞

の主語に相当するものに「もの」，「こと」，「ひと」のどれが来るか，どのような法で用いら

れるか，などがあげられる。この動詞の主語が「もの」，「こと」，「ひと」のどれであるかと

いう観点はあくまでもより客観的な手掛かりとして利用するものであって，この手掛かりが

妥当であったか否かについては後に議論する。

　このような観点から用例を見た場合，不定動詞の主語に相当するものには1）「もの」また

は「こと」のみ，2）「もの」，「こと」および「ひと」，3）「ひと」のみの3つのグループが考

えられ，実際にその3つのグループが観察される。

2．1．1．不定動詞の主語が「もの」，「こと」のみの動詞

　このグループには次のような動詞が観察される。なお用例は原則として『Das　Nibelun－

genlied』からであるが，テキストの用例が少ない場合などベーネッケの辞書も参考にする。

ahteR，　belangen，　erbarmen，　ergan，　gelingen，　geschehen，　gezemen，　unbllden

以下これらの動詞の用法について詳しく検討して行く。最初に1盒zenとともに用いられた例

を示し，次にそれ以外の用例を示す。

　ahten　：

　　　（18）　〈Daz　laAt　iuch　ahten　ringe＞，　sprach　d6　Sivrit，　（159，　1）

この用例で，不定動詞ahtenの目的語にあたるものはiuchで，主語にあたるものはdazで
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あり，このdazは前に出て来た事柄全体（ここではザクセン人がブルグンド王国に攻めて

こようとしていること）を受けている。したがって不定動詞の主語は「こと」と言うことが

できる8）。lazenを伴わない場合のahtenの用例には次のようなものが観察される。

　　　（19）　ez　ahtet　mich　vil　ringe，　swaz　si　weinens　getuot．　（leOl，　4）

　　　（20）　Hagenen　ahtet’　ringe，　gevidelte　er　nimmer　mar．　（1961，　1）

（19）では，ahtenの主語はswaz以下を受けており，また（20）でもgevidelte以下の内容が

主語となっている。ahtenには「ひと」を主語にして“Acht　geben，　ttberlegen，　aussinnen”

という意味をあらわす用法も存在するが，「こと」を主語とし「ひと」を目的語にとる場合

の意味は“geiten，　kUmmern”で異なる。『Das　Nibelungenliedsの中ではahtenの用例は全

部で4つあり，うちひとつが「ひと」を主語としたものである。

　belangen　：

　　　（21）　〈Des　enlaAt　iuch　niht　belangen＞，　sprach　der　Wolfhart　（2269，　1）

belangenの用例はこれ1例のみであった。この動詞は「ひと」の4格と「もの」，「こと」

の2格をとる非人称動詞で，不定動詞の意味上の主語は存在しない。しかしahtenの場合と

同様，動詞のあらわす，いわぽ「心的状態」の担い手となっている人間が4格であらわされ

ている点は共通している上，ahtenにおける1格の「もの」，「こと」と，4格の「ひと」と

の関係は，belangenにおける2格の「もの」，「こと」と4格の「ひと」との関係と同様で

あるためここに加えた。ベーネッケの辞書では次のような例があげられている。

　　　（22）　die　fttrsten　belanget　sSre　一　sf　saehen　gerne　wfp　und　kint．　（Karl．　42．　b．）

erbarmen　：

　　　（23）　nu　laA　dich　erbarmen　unser　beider　ser，　（2126，　2）

ここではdichはerbarmenの目的語であり，　erbarmenの主語はunser　beider　serである。

この動詞の用例はその他に4例あるが，過去形で用いられたものがひとつであとはmUezen，

mUgenとともに用いられている例ぽかりで，直接法で用いられたものは見られなかった。

　　　（24）　ja　erbarmte　im　diu　gabe，　die　der　helt　guot

　　　　　　bi　sinen　lesten　zften　s6　nahen　het　getan．　（2198，　1－2）

　　　（25）　Nu　mifeze　got　erbarmen　deich　ie　gewann　den　sun，　（995，　1）

（24）でerbarmenの主語はdiu　gabeであり，（25）でeX　deich以下である。その他の例にお

いても前出の事柄の内容を翠けるezである。ベーネッケでは「ひと」が1格にな：り，「こ

と」，「もの」を2格ないしは前置詞句であらわす再帰動詞としての用法も記載されているが，

そのような例はここでは見られなかった。またべーネッケの用例の中でも，再帰動詞の例は

わずかである。

　ergan：

　　　（26）　Swaz　uns　geschehen　kttnne，　daz　laAt　kurzliche　ergaAn．　（2097，　1）

ここでerganの主語に相当するものはdazで，これはswazに導かれる副文の事柄を受けて

いる。erganの用例は全部で38であるが，直接法で用いられているものはわずか6例で，そ
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れ以外は，話法の助動詞mUgen，　sullen，　kUnnenとともに用いられているか，または接続法

である。erganの主語は次の例に見られるように，前出または後出の事柄全体を受けるez，

dazの他diu　hovereise，　diu　reise，　min　vart，　solch　wer，　diu　hirat，　meinraete，　ir　gruoz，

schade，　der　jamerのような名詞である。

　　　　（27）　Er　daht’　in　sfnem　muote：　〈wie　kunde　daz　ergaAn，

　　　　　　　da2　ich　dich　minnen　solde？　daz　ist　ein　tumber　wan．　（285，　1－2）

　　　　（28）　ez　m6hte　noch　diu　reise　in　diz　lant　ergaAn，　（1093，　2）

　　　　（29）　wie　iu　zuo　den　Hiunen　disiu　hovereise　ergaAt．　（1535，　4）

　　　　（30）　mir　ist　liep　af　mine　triuwe，　daz　ie　diu　htraAt　ergie　（2174，　4）

これらの名詞はやはりある「こと」をあらわすものである。そしてこの「こと」のあらわし

方に関しては，ez，　dazによって前出または後出の事柄が受けるか，事柄を名詞句にしてあ

らわすか，というふたつの方法が存在している。

　geschehen　：

　　　　（31）　La“t　mir　nach　minem　leide　daz　kleine　liep　geschehen．　（1068，　1）

geschehenの頻度はかなり高く全体で139例ある。うちgeschehen　lazenは全部で5例であ

った。直接法，接続法ともに見られるが，直接法の場合には過去時制で用いられているもの

が多い。直接法現在の場合は，主語にswazの来る例が多く，意味からすれぽ未来のことを

あらわしている。話法の助動詞はmUezen，　kUnnen，　sullen，　m嬉enが観察された。　gesche－

henの主語にあたるものは，事柄全体をうけるez，　daz，　waz，　swazが最も多いが，　diu　n6t，

der　gr6ze　mort，　diu　ritterschaft，　daz　spil，　strit，　gr6z　ungemach，　heinlicher　dinge，　daz

schaden，　sorgen，　der　eit，　maereなどが見られ，また副詞とも名詞とも区別できないもので

liep，　leit，1eider，　wo1，　sanfte，　rehte，　Ubeleなどが観察される。

（32）

（33）

（34）

（35）

（36）

「Das　Nibelungenlied』の用例に関しては，

ち「こと」である。erganの場合と同様，事柄の表し方に関して，　ez，　dazで事柄全体を受

けたり，名詞句で表現したり，という差異が見られる。

Z’einem　sunewenden　der　groAze　mort　geschach，　（2086，　1）

s6　ist　ouch　mir　unmaere，　swa2　im　darumbe　geschiht．　（1771，　4）

Er　gedaht’　ouch　manege　zite　：　〈wie　sol　daz　geschehen，

da2　ich　die　maget　edele　mit　ougen　mUge　sehen？　（136，　1－2）

wande　vor　in　beiden　diu　ritterschafi　geschach．　（1879，　3）

da　von　lm　sit　vil　liebe　und　ouch　vil　leide　geschach．　（138，　4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　このようにgeschehenの主語は事柄，すなわ

　gezemen　：

　　　　（37）　die　suone　mlnes　herren　m6ht　ir　iu　laA2en　gezemen．　（2342，　4）

gezemenは全体で27例観察されたが，うち21例は直接法過去，2例は接続法，1例は直接

法現在で用いられている。その他mUezen，　sullenと共に用いられた例がそれぞれひとつず

つある。

　　　　（38）　daz　versagete　er　niemen　：　ez　muoze　in　allen　ge2emen．　（1692，　4）
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　　　（39）　Sifrit　der　helde　balde　urloup　genam

　　　　　　von　vroun　PrUnhilde，　als　im　da2　wol　ge2am，　（541，　1－2）

gezemenの主語にあたるものは，事柄をうけるez，　daz，　swazの他，　weinen，　triuten，

kleider，　vride　staete，　die　suoneの名詞が観察された。　kleiderという具体的な「もの」の例

がひとつあるが，その他はすべて事柄全体を受ける「こと」である。

　unbilden　：

　　　（40）　Des　antwurte　H　agene：　〈娩iuch　unろilden　niht

　　　　　　mine　rede　dar　umbe，　swie　halt　iu　geschiht　（1471，　1－2）

unbildenはこの1例しか見られなかったが，ベーネッケの用例では，「ひと」を1格にとる

用例が1例のみで，“handle　auf　eine　ungemaBe　weise”とされ，それ以外にある4例は「ひ

と」の4格をとりmich　dtinkt　ungemaB”という意味である。

　　　（41）　von　diu観ろ駕6　niemen　ob　wir　von　den　gereden　kunden（Beneck：e，　Servat．34）

　以上，不定動詞の主語に相当するものが「もの」，「こと」である動詞を挙げたが，これら

の動詞の中でも，「もの」，「こと」の他に3格ないしは4格の「ひと」を常にとる動詞とそ

うでないものが存在する。前者はahten，　belangen，　erbarmen，　unbilden，　gezemenなどで

「もの」，「こと」の1格ないし2格をとり，常に「ひと」の3格ないし4格をとる。一方後

者にaX　ergan，　geschehenが該当する。このふたつの動詞は「こと」の1格は常にとるが，

「ひと」の3格はとったりとらなかったりする。

　またlazenとの使われ方に関しても多少の差異がある。　ahtenなど，常に「ひと」の4格

ないしは3格をとる動詞とともに用いられる1azenには直接法で用いられている例が存在し

ない。命令形か接続法，またはmUgenの接続法とともに用いられている。これに対して

ergan，　geschehenでは命令形で用いられている例がほとんどではあるが，直接法で用いられ

ている例もそれぞれひとつずつ存在する。

　動詞の意味を検討してみても，両者の間には差異が見られる。レクサーの辞書記載の意味

は次の通りである。

　　　ahten　：　mir　gilt，　mich　klimmert

　　　belangen　：　lang　dUnken，　langweilig　sein

　　　erbarmen　：　erbarmen　haben

　　　gezemen　：　angemessen　finden

　　　unbilden　：　unrecht　oder　unschicklichkeit　difnken

人間の行動に関する動詞には違いないが，これらの事柄の担い手である人間が「能動的」，

「行為者」であるかという点から検討してみた場合，そのようには言い難いであろう。12zen

とともに用いられた用例は観察されないものの，これらの動詞と同様な意味的・統語的構造

（「もの」，「こと」の1格ないし2格と「ひと」の3格ないしは4格）を有する動詞として

はrn廿ej　en，　riuwen，　gewerren，　beswaeren，　betrifeben，　wundernのようなものがあげられる。

　　　（42）　daz　mdr’et　mich　ane　maze：　ichn　kans　niht　an　gesehen　mer．　（2216，　4）

　　　（43）　〈so　m6hte　uns　balde　riuwen　disiu　hovevart．　（1924，　2）
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（44）

（45）

（46）

（47）

sone　mac　iu　niht　gewerren　der　argen　Kriernhilde　muot．〉　（1472，　4）

ob　ungefUegiu　vrage　danne　da　geschiht，

daz　betrde’ebet　lfhte　recken　ir　muot．　（2240，　2－3）

swie　niht　dar　umbe　redete　der　flirsten　vil　gemeit，

ez　betruobete　im　sfn　herze　und　beswaArte　im　den　muot．　（1919，　2－3）

〈Mich　wundert　dirre　maere＞，　sprach　der　kifnec　zehant，　（106，　1）

これらの動詞においても事柄の担い手である人間は「能動的」，「行為者」とは言い難い。む

しろ〈ある事柄が原因となって当該の人間にある自発的な動きが生じる〉，又はくある事柄

が当該の人間の心的な状態の原因になっている〉と言うべき性格のものである。これらの動

詞が命令形で用いられるこどがないこと，話法の助動詞wellenと共に用いられることがな

いことからしても，「能動性」，「行為性」のないことが確認される。これらの動詞は人間の

意思ではコントロールできないような「心的な動き・状態」をあらわすものと特徴づけられ

よう。その意味では，3格ないしは4格であらわされる人間は「受動的」である。

　ahtenなどの動詞とともに用いられたlazenのほとんどが命令形で用いられているわけで

あるが，その命令形はある「行為の遂行」を意味するような命令ではない。むしろ「～であ

れ」という願望のような意味になっている。

　これに対してergan，　geschehenの場合は人間が直接表現されてはいないものの，主語が

受ける事柄や名詞は人間の「行為」と呼び得るものであり命令形でも「行為の遂行」を意味

する命令と解釈できる。このことは次の2例を比べて見た場合に顕著である。

　　　（48）　Si　sprach：　〈welt　ir　mir　triuwe　leisten，　herre　min，

　　　　　　s6　sult　ir　boten　senden　ze　Wormez　ttber　Rin．

　　　　　　so　enbiute　ich　mfnen　friunden　des　ich　da　habe　muot，

　　　　　　s6　kumt　uns　her　ze　lande　vil　manec　edel　ritter　guot．〉　（1405）

　　　　　　Er　sprach：　〈swenne　ir　gebietet，　soA　laAzet　ez　geschehen．　（1406，　1）

　　　（49）　ich　tuon　swaz　ir　gebietet，　daz　ir　mich　iazet　genesen．〉　（500，　4）

geschehen　lazenの場合には実際に「行為」を遂行するのは話し手であるかどうかは不明で

あるが，ここで生じる事柄はboten　sendenであり「行為の遂行」が可能である。

　以上のような理由によりergan，　geschehenに関しては，このふたつの動詞がそもそもど

んな動詞であるか，そしてlazen文の意味解釈とどんな関係があるのか，という観点からも

う少し詳しく検討してみる必要がある。以下まずは統語的な特徴に基づき，「ひと」の3格

を伴う場合とそうでない場合とに分けて分析する。

2。1．1．1．　「ひと」の3格を伴うergan

　「ひと」の3格を伴う場合にはleide，　schedelicheなどの副詞を伴う場合が多いのが特徴

的である9）。

　　　（50）　daz　uns　durch　ir　raete　iemen　schaden　tuo．

　　　　　　hat　aber　si　den　willen，　ez　mac　ir　leide　ergaAn．　（1482，　2－3）

　　　（51）　lch　sluoc　den　selben　vergen　hiute　morgeR　fruo．　，

　　　　　　si　wizzen　wol　diu　maere　nu　grifet　balde　zuo　！
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　　　　　　ob　Gelpfrat　und　Else　hiute　hie　beste

　　　　　unser　ingesinde，　daz　iz　in　schedelfch　ergeA．　（1582）

またswieに導かれる場合もある。

　　　（52）　so　erwerben　xarir　die　frouwen，　swie　ez　uns　dar　nach　ergeA．　（34！，　4）

3格であらわされている「ひと」と1格であらわされている「こと」の関係を見た場合，3

格の「ひと」が「内的な動き・状態」の担い手であるか否かは，必ずしも明確ではない。こ

のような場合に登場する副詞はleide，　liebeなどがほとんどであるが，これらの副詞の場合

は，jm　leide　tuonのような表現も存在し，次のような対応関係が見られる。

　　　（53）　ez　mac　ir　leide　ergaAn　（1482，　3）

　　　（54）　daz　uns　taete　leit／　Hagen　von　Tronege　（1607，　2－3）

したがってある事柄が原因となって内的な：動き・状態が生じるだけではなく，何者かが直接

被害を加えるというような場合も十分考えられ，ahtenなどの動詞とは少々異なる。実際に

はある「行為」の被害を被ったのであっても，表現は一少なくとも現代語の感覚からすれば

一自然にあることが生じたようなものであるとも考えられる。そのような場合は，実際には

可能な人間の直接の関与を切り捨てた表現と言えよう。

2．1．1．2．　「ひと」の3格を伴わないergan

　「ひと」の3格を伴わないerganでは，主語には事柄全体を受けるdaz，　ezが圧倒的に多

い。

　　　（55）　und　wurden　des　ze　rate，　wie　da2　sold’　ergaAn，

　　　　　　daz　man　ez　verhaele，　daz　ez　hete　Hagene　getan．　（999，　3－4）

ここでex　erg盒nの主語となるdazは次の行のdaz以下を受けていて，その核になる動詞は

verhelnである。現代語の感覚からすれぽ，わざわざerg2nを用いなくとも，　wie　man　es

verhehlen　sollのように動詞そのもので表現するであろうから，この中高語の文は冗長な感

じがする。このように事柄全体をdazなどで受けてergfinを用いる表現で，その事柄の中

核になる動詞は何かという観点から用例を検討してみると，現代語のesのように漠然とし

た内容を受けているものも多少はあるが，ほとんどは「行為」をあらわす動詞を含む事柄を

受けている。

　　　（56）　d6　begonden　Kriemhilt　ir　m2ge　biten，

　　　　　　daz　si　bf　ir　muoter　solde　d2　bestan

　　　　　　d6　sprach　diu　vrouwe　here：〈daz　kunde　niemer　ergaAn．　（1077，　2－4）

　　　（57）　s6　nemt　die　selben　vrouwen　；　der　starke　Sffrit　was　ir　man＞

　　　　　　D6　sprach　der　kUnic　riche：　〈wie　m6hte　daz　ergaAn，　（1144，　4－s－1145，　1）

dazが受けている事柄の中核となる動詞は（56）ではbi　ir　muoter　bestanであり（57）ではdie

selben　vrouwen　nemenである。これらの動詞は話法の助動詞wellenとも問題なく用いら

れ，また「行為の遂行」の意味の命令形でも用いられる。erg2nという動詞のみを見れば

〈ある事柄が起こる〉という表現であるが，その場合の事柄の多くは人聞の「行為」である。

erganの主語に来る名詞もdiu　reise，　min　vart，　diu　hfr2tなどやはり人間の「行為」をあら

わすものである。したがってerg含nはく「行為」を直接動詞的に表現しない言い回し〉と特
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徴づけられよう。

　erganという動詞そのものは「出来事」を表現すると言えるであろうが，実際には「行

為」をあらわしていることが多い。このことより，中高語では，〈「行為」を「出来事」とし

てとらえている〉，もしくはく「行為」と「出来事」の区別をしない〉と断定するのは早計で

あろう。ここで「行為」が「出来事」として〈とらえられている〉というのはすでに問題で

ある。中高語では「行為」でありながら，「出来事」をあらわす時のような言い方で表現し

ているだけであって，これを即世界のとらえかた，見方に結び付けてしまう根拠はない。注

目すべきなのは「行為」を動詞的に表現していないという表現パターンであり，「行為」を

動詞的に前面に出さないという点で，行為表現が優勢な現代語の感覚からすれば，中高語の

表現は「遠回し」な表現と言えるであろう。

2．1．1．3．　「ひと」の3格を伴うgeschehen

　geschehenもerg盒nと同様に，「ひと」の3格を伴う場合とそう．でな：い場合がある。「ひ

と」の3格を伴う場合は，やはりerg含nと同様，1eide，　herzeleide，　liep，　rehte，　wo1，　ttbele，

sorgen，§ren，　ze　schaden，　sanfteとともに用いられている場合がほとんどである10）。

　　　（58）　sus　gewan　er　PrUnhilde；　da　von　im　leide　geschach．　（338，　4）

　　　（59）　wie　gehabt　sich　Sffrit，　von　dem　mir　liebes　vil　geschach？　（769，　4）

　　　（60）　D6　sprach　der　Bernaere；　〈vil　rehte　ist　iu　gesclaehen，　（2312，　1）

　逆に「ひと」の3格で，leideなどの語句を伴わない用例には次のようなものが見られる。

　　　（61）　er　wolde　si　ergetzen，　swaz　ir　ie　geschach．　（1255，　3）

　　　（62）　D6　kom　diu　kUnneginne　unde　het　iz　ouch　gesehen，

　　　　　　da2　von　des　heldes　zorne　dem　Uiunen　was　geschehen．　（2147，　2）

daz，　swazなどが主語となっているが，これらの語句はコンテクストの中でleide，　schaden

などと置き換えが可能なように思われる。またdaz，　swazは他の動詞の目的語になっている

場合ぽかりで，前出の事柄を受けていない。この点erganとは少々異なっている。次の

erganとgeschehenを比較した場合，

　　　（63）　・・一…　daz　si　s6　manigen　man

　　　　　　in　ir　dienst　gewunne，　daz　ez　in　leide　mttez’　ergaAn．　（1128，　4）

　　　（64）　d2　von　vil　manigem　degene　sit　weAnic　liebes　geschacla．　（1413，4）

erganの主語になっているものは，前出の事柄を受けるezであり，生起する事柄はdaz

……№?翌浮獅獅?ﾅあらわされている。これに対してgeschehenの場合，主語はwenic　liebes

で，生起するのはこのwenic　liebesであり，その「原因」となる事柄はda　vonによりあら

わされている。erganの場合にはくある事柄（行為）が生じる〉というのが中心にあり，そ

れに「受益／被害者」が付加されたりされなかったりする，という表現であるが，gesche－

henの場合には，〈あるひとに「被害」または「利益」が生じる〉というのが中心にあり，

それにその「原因1となる事柄が付加されたりされなかったりする，という表現で，両者の

間では表現の中心が多少ずれている。geschehenの方が，ある事柄の及ぼした影響（leide，

liebなど）とその「利益／被害者」にウェイトのある表現と言えよう11）。
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2．1．1．4．　「ひと」の3格を伴わないgeschehen

　一方「ひと」の3格を伴＝わないgeschehenの用例も多い。その場合の主語は前出の事柄

を受けるdaz，　ezやstrit，　diu　reise，　schaden，　spi1などの名詞で，「ひと」の3格を伴う場合

に典型的に見られたleitなどは見られない。「ひと」の3格を伴う場合は，生起するものは

leitなどで，ある別の事柄を「原因」とする「結果」と言えるが，「ひと」の3格を伴わな

い場合には，事柄そのものが生起したことがあらわされる。．その事柄はstrit，　dlu　reiseなど

のように名詞句によって表現される場合もあれぽ，事柄全体を受けるdaz，　ezによって表現

される場合もある。

　　　（65）　lnre　zwelf　wochen　diu　reise　muoz　gescehen．　（145，　1）

　　　（66）　Vor　einer　versperzite　huop　sich　groA2　zangemach，

　　　　　　daz　von　manigem　recken　fif　dem　hove　geschach．　（814，　1－2）

　　　（67）　ein　gntoz　s6　rehte　schoene　von　kttnege　nie　mer　geschach．　（1808，　4）

　　　（68）　Diu　liute　nam　des　wunder，　wa　von　da2　geschach，

　　　　　　daz　man　die　kifneginne　als6　gescheiden　sach，　（834，　1－2）

　　　（69）　D6　sprach　aber　Warbeltn　：　〈unt　m6hte　duz　geschehen，

　　　　　　daz　wir　mine　frouwen　k6nden　e　gesehen，　（1451，　1－3）

　　　（70）　ich　wil　nach　Kriemhilde　riten　an　den　Rin．

　　　　　　diu　sol　hie　zen　Hiunen　gewaltec　kttnneginne　sin．　＜＜（1169，　3－4）

　　　　　　＞＞　Daz　wolde　got　＜＜，　sprach　Gotelint，　＞＞　und　mOhte　daz　geschehen！　（1170，　1）

（68），（69）では，dazが後に出てくる事柄を先取りして受け，（70）では前に出てきた事柄を

受けている。（68）でdazの受ける事柄は，プリュンヒルトとクリームヒリトが離れて歩い

ていることで，（69）では，ウオテに会うこと，（70）ではクリームヒリトがエッツェルの后に

なることである。生起する事柄は多くの場合「行為」と言える性質のものである。その意味

でeS　erganの場合と同様geschehenでも「行為」が表現の前面に出ていない。これは日本

語で「今度結婚することになりました。」「今度留学することになりました」というような表

現と似ていて興味深い。これらの表現においては，ある事柄が偶然自分の意思とは関係なし

に起こった，ということを意味しているわけではなく，自分の意思で行う「行為」のことが

意味されている。「行為」を動詞的に「今度結婚します。」「今度留学します。」と言うことも

できるが，ある「行為」を報告するような時には普通は使わない。この「なる」的な表現と

「する！的な表現で意味されている内容は同じであるが12），それぞれの表現から受ける印象

又はニュアンスはかなり異なる。「する」的な表現の方がどこかずうずうしい感じがする。

「行為」を直接動詞的に表現する現代ドイツ語の感覚からすれぽ，日本語の「なる」的な「行

為」表現をそのまま直訳すれぽドイツ語では使わない表現になり，逆に「する」的な表現を

用いるのが普通である。また中高語のgeschehenによる「行為」表現もまわりくどく感じ

られるであろう。やはりここでも，中高語では「行為」が「出来事」としてとらえられてい

た，というよりは，（少なくとも現代語の語感からすれぽ）「行為」なのに「出来事的」に表

現されていた，と考えるべきであろう。このことは次の例によりはつきりする。

　　　（71）　Si　sprach　：　＜＜welt　ir　mir　triuwe　leisten，　herre　min，

　　　　　　s6　sult　ir　boten　senden　ze　Wormez　ttber　Rfn．
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　　　　　　so　enbiute　ich　mfnen　friunden　des　ich　da　habe　muot，

　　　　　　s6　kumt　uns　her　ze　lande　vil　manec　edel　ritter　guot．＞＞　（1405）

　　　　　　Er　sprach：　＜＜swenne　ir　gebietet，　soA　laAzet　ez　geschelaen．　（1406，　1）

　　　（72）　Wir　tuon　swaz　ir　gebietet＞＞，　sprach　d6　Warbelfn．　（1413，　1）

（71），（72）の下線部を比較した場合，内容は同じであるが，表現上（72）では「行為」が動詞

的に前面に出ているが，（71）では出ていない。geschehenもerganと同様〈「行為」を直接

動詞的に表現しない言い回し〉と特徴づけられるであろう。その意味においては「娩曲」な

表現と言えよう。

　このように「行為」でありながらそれを動詞的に前面に出さないgeschehen，　erganとと

もに用いられた1azen文の意味解釈は，　ahtenなど「内的な動き・状態」をあらわす動詞と

ともに用いられた「～であれ」というlazen文の意味解釈ではなく「許可する」といったよ

うな意味解釈になる。geschehenやerg2nでは「行為」の担い手は直接表現されず，コンテ

クストの中から読み取らなければならない。命令形で用いられた場合，「～であれ」と言う

解釈ではなく，dazなどが受けている「行為の遂行」の「命令」または「許可」と解釈でき

る。今「許可する」という意味解釈を出したが，現代語の感覚からすると，「命令する」と

いう強い「使役」の意味解釈はできないのか，という疑問が出てくる。事柄の性質からして

もgeschehenが実際意味しているのは「行為」であり，「使役」の意味解釈ができてもおか

しくないように思われる。例えば次のふたつの文を比較してみる。

　　　（73）　Er　sprach：　〈swenne　ir　gebietet，　soA　laAzet　ez　geschehen．　（1406，　1）

　　　（74）　＜＜unt　senftet　iuwerem　muote．　tuot，　des　icla　iuch　bit：　（159，　2）

ここでは両方ともある「行為の遂行」を意味している。1含zet　geschehenと言うか，「行為」

をあらわす動詞の命令形を用いるかで両者の問にニュアンスの差があるかどうかは，中高語

の語感がわからない今では判断が難しい。しかし両方の表現が意図していることは同じで，

ある「行為の遂行」が達成されることである。したがって両者の差は言い回しの差ではない

かとも考えられる。例えば現代語でもある「行為の遂行jが達成されるよう依頼する表現に

はいくつかのヴァリエーションが存在する。

　　　（75）　Du　tust，　was　ich　dir　sage．

　　　（76）　Tu，　was　ich　dir　sage．

　　　（77）　Kannst　du　tun，　was　ich　dir　sage？

　　　（78）　K6nntest　du　tun，　was　ich　dir　sage？

どの表現においても相手が自分の頼んだことを遂行することを意図している。これらの表現

の間の差は，「依頼」の「丁寧さ」に求められる。（75）がもっとも強く「依頼」というより

は有無を雷わせぬ「命令」であり，その度合いは（78）が最も弱く，まさに丁重な「依頼」に

なる。これと同様なことが「行為」を前面に出さないgeschehenによる「行為」表現にも

見られたのではないかと考えられないであろうか。直接動詞的に命令するかわりにge－

schehen　lazenの命令形を用いるが，意味するところはある「行為の遂行」で，このような

表現の使用頻度がかなり高く，「娩曲性」が次第に意識されなくなり，「行為の遂行」を強く

あらわす表現へと移行したと考えられないだろうか。中高語lazenは現代語のlassenと較

べても，命令形で用いられている例が圧倒的に多い。ここで用いている『Das　Nlbelun一
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genlied』の中でも用例の38％は命令形である13）。

　作業仮説として不定動詞の主語に相当するものが「ひと」，「もの」，「こと」のどれである

かを最初の手掛かりとして，不定動詞の意味特徴とlazen文の意味解釈の関係を検討してき

たが，これまでの考察より1azen文の意味解釈にとって重要なのは，不定動詞の意味特徴で，

特に「内的な動き・状態」をあらわすような動詞とともに用いられるlazenはほとんどすべ

てが命令形で用いられ，「行為の遂行」を意味する命令とはならず，むしろ「～であれ」と

いう意味解釈になった。動詞の1格または2格は「こと」，「もの」でなく，「ひと」でもこの

ような動詞は存在する。その場合1格ないし2格の「ひと」は「行為者」として何かを引き

起こすのではなく，むしろその「存在」，「人となり」，「行動全体」が問題になっていると考

えられる。動詞があらわす事柄の担い手は1格または2格ではなく，3格ないしは4格であ

らわされる「ひと」である。その「ひと」もやはり「行為者」というわけではなく，「内的

な動き・状態」にく見舞われる〉人間である。その意味では「受動的」である。このような

動詞にはbehagen，　bevo蓋hen　sinが挙げられる。

　　　（79）　si　muoz　im　durch　ir　schoene　von　gr6zen　schulden　wol　behagen．　（632．　4）

　　　（80）　uns　suln　dfne　liute　vil　wol　bez，olhen　wesen；　（2165，　3）

behageRの主語には「ひと」のほか「もの」，「こと」の場合もある。（79）における「ひと」

の主語もdurch　ir　schoeneという語句が示すとおり，「ひと」の「行為」が問題となってい

るわけではなく，その容貌が問題となっている。（80）でも同様でdiu　liuteの「存在」，「状

態」といったものが問題となる。behagen，　bevolhen　sfnもahtenなどのグループに属する

とするのが妥当であろう。これらの動詞によってあらわされる事柄には，〈人間の意思によ

って左右し得るようなものではない〉，という点が共通している。なぜなら，これらの動詞

は話法の助動詞wellenとともに用いられることも，「行為の遂行」を意味する命令形で用い

られることもないからである。

2．1．2．不定動詞の主語が「ひと」および「もの」，「こと」である動詞

　前の章では動詞にふたつのグループがみられた。一方は人間の意思ではコントロールでき

ないような事柄をあらわすもので，もうひとつe＊　geschehen，　erganのように「行為」を動

詞的に前面に出さない「遠回しな行為表現」で，1azen文の意味解釈もそれぞれのグループ

で異なっていた。この章で扱う，主語が「ひと」および「もの」，「こと」である動詞には

「遠回し」な表現に共通する面をもつ。ここではbeliben，　sin，　stanが問題となるが，これら

の動詞とともに用いられたlazenの用例は比較的多く全体の約18％を占める14）。

　belfben　：

　　　（81）　Der　kttnic　sprach　：　＜＜laAt　beltben　den　mortlfchen　zorn．　（872，　1）

behbenの主語にあたる名詞にはこの他die　rede，　wat，　die　angest，　diu　herberge，　den　bfihurt，

die　bete，　die　klageの名詞と事柄全体を受けるdaz，　ezが観察された。またbelibenの主語に

あたる名詞が「ひと」の例としては次のようなものが挙げられる。

　　　（82）　Gunthern　er　lie　belthen　und　lief　Gern6ten　an；　（2043，　1）

1azenとともに用いられていない場合，　belibenの主語はほとんどの場合「ひと」である。
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「ひと」以外では，事柄全体を受けるezとgoltそれぞれひとつのみである。

　　　（83）　s6　muoz　ouch　hie　beltben　daz　Szfrides　golt．　（1272，　2）

　　　（84）　ez　mag　als6　belfben　unz　an　ir　beider　t6t，

　　　　　　da2　wir　gerlten　nimmer　in　Etzelen　lant　（1211，　2－3）

lazenとともに用いられた場合，不定動詞の主語に相当するものが「もの」，「こと」の用例

は17，「ひと」の用例は3であることを考えると，lazenとともに用いられるbelibenでは主

語が「もの」，「こと」である比率がかなり高いといえよう。すなわち「こと」，「もの」＋

belibenという表現V：　lazenとともに用いられる場合に際立って多く，「こと」，「もの」＋

beliben　lazenでひとつの固定した言い回しを作っていると言える。　beliben　lazenに関して

は，belibenの主語に相当する名詞が抽象名詞，すなわち「こと」か，具体名詞，すなわち

「もの」または「ひと」かで，意味解釈がはつぎりと異なる。抽象名詞の場含には，ある

「こと」を〈やめる〉という意味解釈になる。

　　　（85）　Die　rede　si　lie　beltben．　d6　was　er　hin　gegan，　（663，　1）

これに対し「もの」，「ひと」の場合は，〈ある「もの」，「ひと」をある場所においたままに

する〉，すなわち〈残す〉，〈去る〉という意味解釈になる。

　　　（86）　Gotelint　diu　schoene　die　herberge　lie

　　　　　　hinter　ir　belthen．　（1305，　1－2）

　　　（82）　daz　si　von　Tronege　Hagenen　niht　solden　laAn

　　　　　　belthen　bi　dem　Rine，　（1420，　2－3）

特にくやめる〉という意味解釈の場合の不定動詞behbenはむしろ冗長で，無くてもかまわ

ないと考えられる。なぜなら実際にbel宝benがなくてもくやめる〉という意味解釈になって

いる用例が存在するからである。

　　　（88）　daz　du　die　rede　laAzest　durch　mich　mit　gUetlichen　siten　（822，　4）

belfbenの主語に相当する名詞がdie　redeなどのような「こと」の場合，　geschehen　l2zen

と同様，「行為」を動詞的に前面に出さない「遠回し」な表現と共通している。現代語なら

ぽmit　etw．　authdrenのような動詞によって表現するところであろう。もっともklageや

we圭nenが「行為」かどうかははっきり区別でぎないが。

　sfn：

　sfnもbeltbenの場合と同様にsin　lanで〈やめる〉という意味解釈になり，その際s↑nの

主語に相当する名詞は事柄をあらわす抽象名詞である15）。

　　　（89）　D6　sprach　der　herre　Sigemunt：　＜＜laAt　iuwer　schimpfen　szAn．　（1019，　1）

　　　（90）　Er　sprach　zer　kUneginne：　＜＜laAt　iuzver　weinen　sfn．　（1256，　1）

sinの主語に相当する名詞にはこのほか，　iuwer　j　agen，　ir　unmuozeが観察された。またsfn

の主語に相当する名詞に具体物，人間が来る場合には〈残す〉，〈去る〉という意味解釈にな

る。

　　　（91）　daz　ir　sult　hie　beliben　durch　den　willen　min，

　　　　　　und　laAt　den　kde’nec　Etzel　dort　bi　Kriemhilde　stn．　（1466，　3Q4）

　　　（92）　＜＜her　kUnic，　laAt　iuwer　gaAbe　hie　ze　iande　sfn．　（1489，　2）
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このsinがなくとも意味解釈は変わらず，　beliben同様sinも冗長である。

　　　（93）　＜＜nu　laAzet　iuwer　weinen，　und　ge　wir　an　den　wint，　（2226，　2）

　stan：

　stanもsin，　belibenと同様に，動詞の主語に相当する名詞が事柄をあらわす抽象名詞の場

合にはくやめる〉という意味解釈になる。

　　　（94）　Sie　sprach　in　ir　z廿hten：　《nu読’die　rede　s赫η．（1241，1）

　　　（95）　Er　sprach　ze　Ortwine：　＜＜laAt　iuwer　ztz’rnen　staAn．　（120，　1）

この名詞にはその他，事柄全体を受けるez，　die　Sffrides　wunden（ジークフリートの傷のこ

とについて話すこと）という例が見られる。stanの主語に相当する名詞が具体的な「もの」

や「ひと」の場合には〈そのままにしておく〉，〈残す〉といった意味解釈になる。

　　　（96）　D6　sprach　der　herre　Gern6t：　＜＜diu　ros　laA2et　staAn，　（599，　1）

　　　（97）　Noch　liezen　si　diu　herren　ef　dem　hove　staAn．　（1760，　1）

（94）の例のようにdie　redeにVX　die　rede　beliben／sin／stanという例があり，このような場合

の不定動詞の間には差はないと考えられる。そもそもこれらの不定動詞がなくても意味解釈

は「司じであることからして，これらの不定動詞にはあまり意味がない。beliben，　sin，　stanの

みで用いられる際には主語は「ひと」の場合が圧倒的に多く，「こと」の場合は少ない。し

かしlazenと供に用いられる時には，これらの動詞の主語に相当する名詞に「こと」をあら

わす抽象名詞が多くなる。このことはbeliben／sin／stan　lazenがgeschehenと同様，「行為」

を動詞的に前面に出さない「遠回し」な表現であり，しかもそれがこの表現の重要な役割で

あることを示しているように思われる。

2．1．3．不定動詞の主語が「ひと」のみの動詞

　不定動詞の主語が「ひと」のみの動詞は，これまでと違いかなり多岐にわたる。

　　　begraben，　behalten，　bestan，　bewachen，　biten，　dienen，　engelten，　erfUllen，　errechen，

　　　erwerben，　gan，　geben，　geleben，　genesen，　geniezen，　geruowen，　gesehen，　han，　heben，

　　　hoeren，　htteten，　kiesen，　komen，　leben，　ligen，　minnen，　pflegen，　raten，　reden，　riten，

　　　sagen，　sehen，　slahen，　scheiden，　schouwen，　tragen，　varn，　vernemen，　volgen，　wizzen

これらの動詞の主語である「ひと」がどんな役割を果たしているか，という観点から，

12zenとともに用いられたもの以外も検討してみると，話法の助動詞wellenとともに用い

られている例のあるものとそうでないもの，また「行為の遂行」を意味する命令形で使われ

ているものとそうでないものが見られる。wellenとともに用いられ，また「行為の遂行」

を意味する命令形で用いられるような動詞における主語の「ひと」は「行為者」と呼べるで

あろう。一方そうでない動詞における主語の「ひと」は「行為者」というよりは，状態など

の担い手くらいであろう。上にあげた動詞の中では，主語が「行為者」である「行為動詞」

がほとんどで，後者のような動詞にはgeleben，　genesen，　geniezen，　lebenが該当する。例え

ば「行為」をあらわす動詞であるhUetenを例にとってみると，以下の例にみられるような

用法が存在する。

　　　（98）　D6　sprach　der　Kttnec　Gunther　：　＜＜ich　swuor　lr　einen　eit，
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　　　　　　daz　ich　ir　getaete　nimmer　mere　leit，

　　　　　　und　wil　es　furbas　htz’eten　：　si　ist　diu　swester　mfn．＞＞　（1131，　1－3）

　　　（99）　Er　sprach：　＜＜bruoder　Dancwart，　s6　hdr’etet　uns　der　tttr．　（1957，　1）

上の例より，主語の人間は意思をもってその「行為」を行うと解釈できるであろう。このよ

うな例はgeleben，　genesen，　geniezen，　lebenには見られない。主語が同じ「ひと」であって

もその果たす役割はgelebenなどの動詞とそれ以外の動詞との間では異なっている。　lazen

文の意味解釈もやはり両者の問では異なる。

（100）

（101）

（le2）

（103）

Gunther　sprach　ze　dem　wirte：　＜＜got　laAz’　iuch　wol　geleben．　（1819，　1）

ich　tuon，　swaz　ir　gebietet，　daz　ir　mich　laAzen　genesen．　（500，　4）

Und　laAt　sie　des　geniezen，　daz　si　iuwer　swester　si．　（997，　4）

er’n　hat　uns　niht　getan

niwan　guot　und　are；　man　sol　in　leben　laAn．　（868，　2）

不定動詞の主語にあたる「ひと」が「行為者」でない場合のlazen文の意味解釈は「行為」

の「許可」や「命令」といったものではなく，〈現存している状態を妨げない〉，〈そのまま

にしておく〉というものである。一方「行為」をあらわす動詞とともに用いられたlazen文

の意味解釈は，現代語のlassenの用法からすれぽ「許可」か「使役」かのどちらかで，そ

の決め手はコンテクストである。中高語の辞書では現代語にはある“veranlassen”という意

味は記載されていない16）。だからと言ってこの意味は中高語の1azenにはなかったと断定す

るのは本末転倒である。この“veranlassen”の意味（解釈）が中高語12zenには本当に存在

しないのかを調べるのが第一であり，もしそうだとしたら，なぜ存在しないのか，どのよう

にしてこの意味が加わってきたのかを調べるのが第二の課題である。本稿ではこの点をhei－

zenとの関係で分析しようとするものである。したがって「行為」をあらわす動詞とともに

用いられたlazen文の意味解釈はこの時点では保留としておく。

2．1．4．　まとめ

　さて2．L1．から不定動詞の主語に相当する名詞が「ひと」，「もの」，「こと」のどれである

か，という観点を手掛かりとして用例を分類し，そのそれぞれの中で，その動詞の他の文脈

での使われ方も考慮して，特にその主語の果たす（意味的）役割に基づき下位分類をしてき

た。主語が「ひと」，「もの」，「こと」のどれであるかという観点は，比較的客観的に判断が

つくために用いた作業仮説であり，実際「ひと」，「もの」，「こと」という区別のみでは

lazen文の意味解釈にとっての決め手とはならなかった。　lazen文の意味解釈にとって重要

な要素は，他のコンテクストなどより分析して抽出した，動詞の意味特徴である。これまで

に抽出された意味特徴とlazen文の意味解釈との関係は，　ahten，　belangen，　unbildenなど人

間の「内的な動き・状態」をあらわす動詞とともに用いられたiazen文は，命令形で用いら

れる場合がほとんどであるが，ある「行為の遂行」を意味するような命令ではなく，むしろ

「～であれ」という「願望」があらわされる。ergan，　geschehenのように「行為」を動詞的

に直接表現しない動詞とともに用いられた1azen文は「行為の遂行」を意味する「許可」な

いし「命令」をあらわすが，「許可」から「命令」への意味解釈の移行はまだ検討してみる

必要がある。beiiben，　sin，　stanと用いられたlazen文の場舎は，不定動詞の主語に相当する
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名詞が「もの」，「ひと」である場合は〈残す〉，〈（そこを）去る〉，〈そのままにしておく〉

という意味解釈になり，主語に相当する名詞が「こと」の場合には，その「こと」がある

「行為」であれぽ，その「行為」を〈やめる〉という解釈になる。geleben，　genesen，　geni－

ezenなどある「状態」をあらわすような動詞とともに用いられたlazen文の意味解釈は

〈そりままにしておく〉，〈妨げない〉という解釈になる。lazen文の意味解釈にとって重要

な動詞の意味特徴は「行為」か否か，すなわち人間の意思で左右できるかどうか，という点

である。人間の意思では左右できない「自発的な動き・状態」の場合には，lazen文の意味

解釈は「願望」であり，geleben，　genesenなどのように「自発的」ではなくとも，その「状

態」を維持するのが人間にできる最大の課題であるような場合には，lazen文の意味解釈は

「放置」，「許可」といったものになる。一方「行為」と1azenの関係はheizenの分析をし

てからでなければ確定的な判断はできないが，注意しなけれぽならないのは，「行為」がい

つも必ず動詞的に表現されるのではなく，geschehen，　belibenなどの用例に見られたように，

名詞的に表現されることもある，という点である。

　現代語の意味解釈分類では，lassenの主語となっている「もの」，「こと」，「ひと」と不定

動詞のあらわす事柄の間の時間的関係，意思的関係に基づいて意味解釈を認めたが，この観

点より中高語の用例を見た場合，「放置」の解釈は問題なく見られる。「許可」と「使役」に

関しては，現時点では保留，「惹起」，「原因」は見られない。1azenの主語に「もの」，「こ

と」が来る例は『Das　Nibelungenlied』の中では1例のみであった17）。その例では主語は

der　t6tであり，ここではむしろ擬人化されていると考えられる。逆に，中高語にはあって，

現代語には見られない意味解釈は，「願望」，「遠回しな行為表現」である。

現代語 中高語

「放置」 「ひと」，「もの」＋beliben／sin／s懐nなど

「許可」 P（保留）

o「使役」

「惹起」 一（対応なし）

「原因」
一

一
「願望」

一
「遠回しな行為表現」

3．中高語kegzege

　lazen文の意味解釈にとって重要な意味特徴はheizenの用法を分析する上でも有益であ

る。なぜならばheizenとともに用いられる動詞はすべて「行為」をあらわす動詞と特徴付

けることができるからである。したがって「行為」をあらわす動詞とともに用いられる

iazenとheizenの問には何らかの差があるのかどうかという疑問が出てくる。この章では

この点について検討し，「行為動詞」とともに用いられるlazen文の意味解釈を確定する。

現代語では不定動詞と結び付くheizenの用法はほとんど存在せず，また使役の助動詞とし

て意識されることもない。しかし中高語では不定動詞と共に用いられるheizenの数はかな
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り多い。ここで取り上げた『Nibelungenlied』の中でも，　lazen＋lnf．223例に対してhe－

izen一トlnf．は155例とかなり頻度が高い。以下heizenとlazenを比較しながら中高語の使役

表現について検討する。

　heizenとともに用いられる不定動詞はすべて「行為動詞」と特徴付けることができる。

な：ぜならその多くは，行為者の意思をあらわす話法の助動詞wellenとともに用いられたり，

「行為の遂行」を意味する命令形で用いられるからである。

　　（104）　welt　ir　ir　des　gunnen，　s6　sol　si　kr6ne　tragen

　　　　　　vor　Etzelen　recken，　daz　hie2　ir　min　herre　sagen．〉　（1199，　3－4）

　　（104’）Waz　mir　die　herre曲ieten，　daz　wil　ich　dir　sagen．（314，1）

　　（104”）　Nu　saget　mir，　bruoder　Dancwart，　wie　sft　ir　s6　r6t？　（1955，　1）

このような例がheizenと共に用いられる不定動詞の全てに見られるというわけではないが，

かなり多くの例が行為者の意思を示唆するコンテクストでも用いられている。

　heizenのほとんどは語りの部分で用いられ（約88％），直接法が91．6％，人称も3人称が

85．5％で，「描写」の際によく用いられていると言えよう。これに対してlazenは会話の部

分で用いられる例が80％，直接法は少なく（26．3％），そのかわり命令形が38％，話法の助

動詞を伴う場合が31％で，人称に関しては，会話の場面で用いられることとも並行するが3

人称は24％であり，主に「場面」の当事者のことばとして用いられている。

3．1．不定動詞の意味上の主語の有無

　heizenと1azenの用法の間で大きく異なる点のひとつは，不定動詞の意味上の主語の有

無である。heizenの用例の中で不定動詞の意味上の主語があらおされている例は全体の約

36．8％であるが，その場合の不定動詞のほとんどは「自動詞」である。その「自動詞」の場

合でも意味上の主語があらわされていない例すら存在する。不定動詞がheizenおよび

lazenの両方の動詞と用いられている例に関して，意味上の主語の有無について比較してみ

ると，意味上の主語は，heizenと用いられている場合には，かなり多くの場合に表現され

ていないのに対し，lazenと共に用いられている場合には，ほとんどの場合に表現されてい

るという違いがみられる。1azenで不定動詞の意味上の主語が省略されている例は16例で，

全体のわずか7％である。

　　（105）　〈vil　edliu　kUnneginne，　laAt　mich　der　slttzzel　Pflegen．　（514，　1）

　　（106）　Der　wirt　hiez　ze　allen　zften　ritterschefte　PLi7egen．　（261，　1）

（107）　und　liezet　mich　diu　maere　minen　lieben　herren　sagen．　（1949，　4）

（108）　ez　werbent　ritter　edele：　daz　hie2　iu　iuwer　bruoder　sagen．　（1217，　4）

　　（109）　laAt　in　uns　tragen　hinnen　daz　wir　den　recken　begraben．　（2265，　4）

　　（110）　man　hie2　in　az　dem　mUnster　zuo　dem　grabe　tragen．　（1064，　3）

gan，　komen，　riten，　varn，　stanなどは「自動詞」であるため，不定動詞の意味上の主語は文

法上必須であると考えられそうであるが，heizen＋lnf．においてeX　nach　jm．　gan　（＝＝　’jn．

holen’）のように実際の行為者が省略されている場合もある。
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　　（111）　Man　hiez　nach　Gern6ten　und　nach　Gfselheren　ga“n．　（1207，　1）

ここでは実際の行為者が表現されていないのみならず，命令者も表現されていないが，この

ような例はheizenには比較的多い。これに対してIazenにはそのような例は存在しない。

　　（112）　die　geste　hie2　man　fth’eren　balde　an　ir　gemach．　（799，　1）

このような表現は，ある行為とその対象となるものだけが表現されているという点で，受動

文と通ずるところがあって興味深いが，ここではこれ以上立ち入らない。

　さて，「許可」と「使役」という内容を比較した場合，「許可」においては不定動詞であら

わされる事柄生起への「意思」，「イニシャティヴ」は不定動詞の実際の行為の担い手にあり，

その担い手が重要な要素であるから表示されなければならないであろう。lazenとともに用

いられる不定動詞の意味上の主語の表示はこのF許可」の内容に合致するものである。一方，

「使役」においては，事柄生起への「意思」，「イニシャティヴ」は「使役者」にあり，実際

の行為の担い手にはない。したがって実際の行為の担い手である不定動詞の意味上の主語が

表示されていなくてもよいと考えられる。heizenにおける意味上の主語の省略はこの「使

役」の内容に合致するものである。意味上の主語の有無の差より，中高語では，lazenと

heizenの間で，「許可」と「使役」に関して対比的に用いられていたのではないかと思われ

る。これまでにあげた中高語の現代語訳を見ても明らかなとおり，現代語では両方ともlas－

senがあらわしており，語彙による区別はされていない。

3．2．社会的に一定した場面における不特定の人間

　heizenで意味上の主語が表示されていたとしても，　lazenの場合とは相違が観察される。

heizenとともに用いられる動詞自体，社会的に固定した場面（筥廷，宴，戦いの準備，褒

賞など）で一一定の行為をあらわしたり，特定の職業をあらわすものが多い。したがって，何

が不定動詞の目的語に来るかは大体決まっており，不定動詞の意味上の主語も，言及されな

くとも，その場面には必ず付随している一定の社会的機能をもつ不特定の人間（召し使い，

使者など）であると考えられる。この観点から不定動詞の中で頻度の高いg2n　（22例），

tragen（12例），bereiten（5例），schenken（6例）を詳しく検討してみる。

3．2．1．　gan　heizen

　gan　heizenでは，　ganの意味上の主語は，　boten（4例），　man（2例），　meide，　magede，

kameraere，　j　agtgesellen，　juncvrouwenな：ど特定の個人ではなく，ある一定の社会的機能を

もつ不特定の人間をあらわす場合が圧倒的に多く，特定の個人をあらわしている例は全体で

も5例のみである。

　　（113）　man　hiez　der　boten　einen　fttr　Kriemhilde　gan．　（224，　2）

　　（114）　D6　hiez　diu　kUneginne　az　den　venstern　gan

　　　　　　ir　heArltche　ma’gede．　（・・・…　）　（394，　1－2）

またgan　heizenにはnfich　jm．（4例），ze　hove　fUr　den　kttnec（2例），ze　hove（1例）zen

kemenaten（2例）など特定の目的，場所を伴う場合がかなり多い。

　　（115）　d6　hiez　diu　edel　frouwe　naAch　Gtselheren　gan，　（1242，　2）

　　（116）　d6　hiez　man　Kriemhilde　ze　hove　ftz’r　den　ha’nec　gan．　（609，　4）
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　　（117）　man　hiez　die　juncvrouwen　2er　leemenaAten．　（1687，　2）

意味上の主語が一定の社会的役割をもつ人間であるため，場面により想像が可能で，それが

省略される用例があるのも納得がゆくであろう。意味上の主語が特定のものとして語彙の中

に取り込まれていると考えられる動詞にはbese撮enがあげられる。

　　（118）　oder　von　welchen　schulden　mich　der　kUnec　habe　besant．〉　（856，　4）

この点に関してgan　lazenは大きく異なる。会話の場面で使われているため，特定の個人と

いう場合がほとんどで，boten，　magedeのような社会的機能・身分で命名される不特定の人

間という例は少ない。多くの場合固有名詞と同一視できる人間である。またzuo，　f廿rなどの

方向規定を伴うものの，その対象もその場面で相対的に決まってくるもので，ある一定の絶

対的な場所ではない。

3．2．2．　tragen　heizen

　tragen　heizenでは，　tragenという行為の実際の担い手が表示されている例は見つからな

かった。目的語になるものは，scaz（2），golt（3），lade（1），schilt（1），s畿ele（1）と

「もの」で，その他暗殺されたSrfritの死体が3例，　Etzelen　sunが1例である。

　　（119）　Den　schilt　hiez　d6　Hagene　von　im　tragen　dan．　（1703，　1）

　　（120）　d6　hiez　die　edel　frouwe　zuo　dem　mUnster　tragen

　　　　　　Sffriden　den　herren，　ir　vil　lieben　man．　（1039，　2－3）

tragen　heizenであらわされている状況は，〈財宝〉，〈武具〉，〈死体〉の運搬で，これらは身

分の高い人間が自ら直接行うものではなかったのであろう。これに対してtragen　lazenで

は意味上の主語が表現されていない例は5例中ひとつで，それ以外は特定の人間が意味上の

主語として表現されている。

　　（エ21）　ouch　m6hten　wir　si　gerne　zen　Hiunen　kr6ne励朋tragen．（1170，4）

tragen　1含zenにおいては，ある行為の場面がtragen　heizenと同じだとしても，行為の実際

の担い手が明示されているため，誰がその行為を実際に行うのか，ということが重要であり，

これに対してtragen　heizenの場合には，経過はともあれ，ある行為が実行されることが重

要である，と考えられる。

3．2．3．　bereiten　heizen

　bereitenには，“jm．（dat．）etw．（acc．）bereiten”と“sich（acc．）berelten”のふたつの用

法が存在するが，前者の場合〈装備〉の対象はkleit，　gewantである。　heizenとともに用い

られていない用例でも〈装備〉の対象はwafen，　gewant，　kleit，　sateleである。このように対

象が特定の「もの！であるため，sich（acc．）bereitenのように対象物を明示しなくても済

むのであろう。ここでは〈装備〉の対象物が語彙のなかに取り込まれていると考えられる。

　　（122）　d6　hiez　er　in　bereiten　harte　herliche　gewant．　（1408，　4）

　　（123）　d6　hie2　er　sich　bereiten　die　von　Niderlant．

　　　　　　die　Sifrides　recken　suochten　stritlich　gewant．　（888，　3－4）

なt6’　lazenにはbereitenとともに用いられた用例は見つからなかった。
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3．2．4．　schenken　heizen

　bereiten　heizenと同様なことb：　schenkenにもあてはまる。この動詞の目的語は明示され

ている場合はいつもwinであるが，表現されていない場合の方が多い。しかし目的語はそ

の場合でもwin，少なくとも〈飲み物〉が暗示されている。

　　（124）　d6　hiez　man　balde　schenfeen　den　gesten　guoten　win．　（1668．　3）

　　（125）　Man　hiez　den　gesten　schenleen　unt　schuof　in　ir　gemach．　（408，　1）

schenken　heizenではschenkenの実際の行為の担い手の表現された例はなかった。この行

為がある一定の場面（「宴席」）で一定のパターンで行われるものであるため，表現する必要

がないのであろう。

　以上のように，heizen＋Inf．の不定動詞が表す事柄は，社会的に特定の場面で，一定のパ

ターンをもつ行為であり，実際の行為の担い手は表現されたとしても，ほとんどの場合，社

会的にある特定の機能を果たす不特定の人口である。lazenの用例におけるように，個別の

行為者，特定の人物，そして個別の人間の間での「意思」関係として問題とされているので

はなく，不定動詞のあらわす〈一定のパターンを持つ行為の社会的機能要素〉として了解さ

れている。事柄の性質，すなわち〈社会的に特定の場面で一定のパターンをもって行われる

行為〉という特徴から意味上の主語は了解され，表現する必要がなく，heizenの主語にあ

る人間の意思と不定動詞であらわされる行為のみが問題となる，という場合も「使役」の内

容に合致するものである。このような場合は，現代語では次の例にあげるように1assenに

よってあらわされる。

　　（126）　Da　lie6　Jenny　ihre　Kleider　ftz’rben．　（876）

　　（！27）　Die　Materns　hatten　sie　（die　MUhle）　im　jahre　achtzehnhundertfttnfzehen，

　　　　　　（・・・…　）　erbauen　lassen；　（637）

　結局「許可」か「使役」かという区別も，事柄の性質そのものに対応している面があるが，

中高語ではその区別が比較的明確にlazen，　heizenという語彙によって区別されていたと考

えられる。現代語のlassenは，自分が直接あることを引き起こしたのではない，という

「間接的作用」のシグナルとして位置付けられたが，中高語のlazenにはこの機能は認め難

いように思われる。なぜならlazen＋lnftもlazenの主語と不定動詞のあらわす事柄の作用

関係から見れば，「間接的作用」ではあるが，lazen＋Inf．においてはそれ以上に「誰が」そ

の行為を実行するか，そしてそれに対する「許可」，「禁止」という点に重点があるからであ

る。行為の実際の担い手の表示がほとんどの場合になされている点は現代語lassenの用法

とも大きく異なる。誰が行為の実際の担い手であるかを問題とせず，直接ある事柄を引き起

こしたのではない，という「間接的作用」を示しているのは，中高語の場合その用法から考

えて，むしろheizenにあると言えよう。

　1azen及びheizenの比較より，現代語lassenではコンテクストに委ねられている「許可」，

「使役」という区別は，中高語では1azen，　heizenというふたつの語彙によって区別されてい

たと考えられるが，このことは中高語lazenにおける「許可」の一義的な意味解釈を保障す

るものであろう。中高語ではheizenが担っていた「使役」の意味解釈が現代語ではlassen

が担うようになり，中高語1含zenに本来あった「許可」の意味解釈は，現代語lassenでは

「使役」の意味解釈とともにコンテクストに委ねられ，「許可」，「使役」という意味区別は
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相対化されていると言えよう。このことは単にlassenの意味解釈が拡大されたことを意味

するぽかりでなく，中高語lazenにはなかった体系的な意味機能，すなわち「間接的作用」

の明示という意味機能を担うようになったことを意味する。これにより，現代語王assenは

具体的な意味から，事柄どうしの関係をあらわす抽象的な意味へと発展してきたと考えられ

る18）。
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